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関東平野の地下地質構造―鈴木
―１―

　関東平野は日本のほぼ中央に位置し，東西，南北がそ
れぞれ約の広さを有する日本最大の平野であり，
本地域は西南日本と東北日本の接点として，平野の成因
を含めて地質学的な関心の高い地域である．また，テク
トニクスの面からは，本地域で陸側プレートの下にフィ
リピン海，太平洋の両プレートが沈み込むという複雑な
相互運動を行っており，それがこの地域の活発な地震活
動や構造運動をもたらしていると考えられ，それらを引
き起こすメカニズムや活断層の研究が重要な課題となっ
ている．一方，防災の観点からは，関東平野を覆う厚い
軟弱な堆積層の存在が，地震時の強震動の発生や液状化
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―２―
等の地盤災害の原因となっていることや地盤沈下などの
原因と考えられ，堆積層の物性，厚さ，広がり等の解明
が重要な研究課題となっている．
　このような種々の課題を解明するためには，関東平野
の地下の地質や物性の構造を明らかにすることが最も基
礎的な研究の一つである．関東平野は日本の政治，経済
活動の中心地であるという社会的な重要性や，上述の様
な観点から地下構造の研究には多くの努力が注がれてお
り，他の平野に比べればかなり研究が進んでいる．しか
し，その広大さのために，まだまだ未知の部分が多いの
が実状である．
　筆者らは，首都圏地域の地震活動の観測研究を多年に
わたり進めてきたが，その過程で深層地震観測井の掘削
や地下構造探査を数多く実施し，これらのデータを用い
た地下構造の解明も行ってきた．本論文は筆者がこれま
でに行った地下構造に関する研究を取りまとめ，次の段
階に進むための一助となることを目的として，現段階で
の知見を総括したものである．

　関東平野の深部構造の本格的な研究は，年代に地
下資源開発を目的として始められた．河井（）は天
然ガス田の鉱床地質学的見地から地質構造の解析を行い，
また，石井（）は物理探査データなどを基に先新第
三系基盤の深度分布を提案し，最深を超える深
度を推定した．その後，層序試錐や天然ガス開発，地盤
沈下観測井の掘削等によって，平野中央部では基盤深度
が実際にを超すことが確認された（福田，；
福田ほか，；垣見ほか，）．年代には地震
観測を目的として，国立防災科学技術センター（現防災
科学技術研究所）により本の級深層観測井が
掘削され，多種の物理検層が実施された結果，地下深部
までの物性が明らかになった（高橋ほか，；鈴木ほ
か，；鈴木・高橋，）．
　物理探査に関しては，年代から重力探査や地震探
査が行われてきた（畠山，）が，本格的に行われる
ようになったのは年代からで，重力探査に基づく
ブーゲー異常分布による基盤深度の推定（駒沢・長谷
川，）や，屈折法地震探査による基盤深度分布（首
都圏基盤構造研究グループ，；纐纈，）が提案
された．年代になると反射法地震探査が深部地下構
造調査に用いられるようになり，東京湾（加藤，）
や平野中央部（笠原ほか，）で実施されて成果をあ
げた．また地質構造のよくわかった観測井近傍で反射法
探査を行うことにより，反射構造と地質構造との関連が
明らかになり，反射法探査の解析精度向上とボーリング
データの効率的な活用が進められた（例えば，山水ほ
か，；）．
　年代からは，防災科学技術研究所により，首都圏
地域の地震観測能力の向上のため，首都圏周辺で
級及び級の観測井が合わせて本掘削され（鈴
木・小村，），より詳細な基盤深度分布が提案される
（鈴木，）等，地下のデータの蓄積が進む一方，反射
法地震探査を用いた活断層の調査や平野深部の構造調査
等の，地震防災を目的とした調査研究が各研究機関や地
方自治体によって積極的に行われるなど，関東平野の地
下構造の調査研究は着実に進んでいる（文部科学省，
など）．
	

　関東平野は西側を関東山地，北側を足尾山地及び筑波
山地，南側は嶺岡山地及び葉山丘陵に囲まれ，東側は太
平洋に面している．
　関東平野の地質区分をに示す（杉山ほか，）．
関東平野を取り囲む山地や丘陵は，主として先新第三系
の地層で形成されている．関東平野は沈降した先新第三
系基盤の上に，新第三系及び第四系が厚く堆積して形成
された．房総半島中部や三浦半島では，中新統，鮮新統
及び下部更新統が標高ないしに丘陵状に分布
する．関東山地，足尾山地，筑波山地の縁辺部にも中新
統ないし下部更新統が分布している．また，多摩丘陵，
狭山丘陵や横浜南部地域にも鮮新統ないし下部更新統が
丘陵状に分布している．それに対して，平野中央部は標
高ないし程度の台地と，これらの台地を開析す
る利根川，荒川，多摩川等の河川の流路に形成された低
地に大別される．台地を形成する地層は，下総層群や下
末吉層等の中～上部更新統と武蔵野ローム層，立川ロー
ム層等からなる．また低地には沖積層が堆積している．
その標高は関東平野の中央部である埼玉県の加須市付近
で前後である．
　このように，関東平野は周辺部から中央部に向かって
標高が低下するとともに，堆積物の年代も新しくなると
いう盆地状の構造を呈しており，矢部・青木（）は
このような構造を「関東構造盆地」と称した．盆地を形
成する造構運動は現在も進行していると考えられてい
る．関東構造盆地の成因は，大局的には先新第三系基盤
の変動（沈降及び隆起運動）及び海水面変動によっても
たらされたものと考えらている．
	
　本研究で解析に用いたデータ類は，ボーリング資料
（地質試料，物理検層資料及びコア・カッティングス試
験資料など），物理探査資料（屈折法地震探査，反射法
地震探査，重力探査など）等である．これらは筆者らが
行ったものを含めて，さまざまな調査研究機関や民間会
社等によって行われ，その成果に関しては，詳細な内容
が公表されているもの，概要のみのもの，未公表あるい
は非公開のもの等とさまざまである．そのため，使用に
当たっては，詳細な内容が公表されている資料について
はその結果を用い，概要のみのものや未公表資料は，原
資料に当たるなどしてデータの信頼性，確実さなどを判
断した．公表された資料についても，その後の研究で結
果を変更した方が良いと考えられるデータは，筆者が変
更したものもある．以下に用いたデータの種類，位置，
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文献等を説明する．
（）ボーリング資料
　関東平野では，年代から天然ガスの調査や採取の
ためのボーリングが数多く行われ，また，年以降は
地震観測，地盤沈下観測，地殻応力測定等を目的とした
調査観測井の掘削も多数実施された．これらのうち，初
期のものは詳細な結果が公表されているものは少なく，
地質や物性の判断に有効な物理検層も，電気検層や
検層のみというものが多い．それに対して，調査観測井
では詳細な地質観察を行い，検層も電気，以外に，音
波，密度，温度，γ等の基礎的な項目を実施してお
り，調査結果の公表も生データを含めて行われているも
のが多い（例えば，鈴木ほか，；鈴木，；鈴木・
小村，など）．最近は民間企業や地方自治体等によ
る深度を超えるような温泉井の掘削もかなり行
われているが，それらのデータは一部を除き非公開のも
のが多い．本研究では基盤を含めた深部構造に重点を置
いているため，用いたボーリングデータは，基盤に達し
たものか，あるいは基盤には到達していないが，深部構
造を調べるために重要なものを重点的に選択している．
に用いたボーリング孔の位置を，にボーリング
 関東平野及び周辺地域の地質区分（杉山ほか，をもとに作成）
：完新統，：立川段丘堆積物及び相当層，：武蔵野段丘堆積物及び相当層，：下末
吉段丘堆積物及び相当層，：第四紀火山岩類，：中部更新統（下総層群及び相当層），
：上部鮮新統～下部更新統（上総層群及び相当層），：中新統～下部鮮新統，：先新
第三系
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 解析に用いた孔井の位置図．番号はの番
号に対応する．
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孔の一覧を示す．
　からわかるように，本地域の深層ボーリングのう
ち，先新第三系基盤に到達したものは埼玉県東部，千葉
県北部，茨城県南部，東京都西部などに集中しており，
その他の地域ではごく少ない．特に房総半島，神奈川県
東部，利根川中流域など基盤深度が深いと考えられる地
域に分布していないことが，これら地域の調査結果の信
頼性に大きな影響を与えている．～に防災
科学技術研究所で掘削した級観測井のうち，基
盤層に到達したもの本（江戸崎，成田，館林）及び基
盤層に達していないもの本（大洋）の地質柱状図及び
検層結果を示す．観測井の位置等については及び
を参照されたい．なお，これら観測井の詳細について
は，それぞれ，に示す文献に記載されている．
　今回用いたボーリング孔の地質試料の多くはカッティ
ングス（掘屑）で，コア試料は数百メートル毎の採取と
いう例が多い．カッティングスの観察だけでは新第三系
以降の地質境界を正確に求めることは困難な場合が多
い．そのため，物理検層が実施されているものについて
は，それらの結果も加えて総合的に判断する必要があ
る．このようなことが原因で，既存の論文等で示されて
いる上総層群や下総層群の基底深度もかなりの誤差を含
んでいる可能性がある．新第三紀以降の地層区分の確実
さを増すためには，最近では石灰質ナンノプランクトン
などの微化石を用いた生層序区分が有効とされている．
筆者らも級，級観測井の地質試料の石灰
 江戸崎観測井の地質柱状図及び検層図
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 館林観測井の地質柱状図及び検層図．凡例
はに同じ．
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 成田観測井の地質柱状図及び検層図．凡例
はに同じ．
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 大洋観測井の地質柱状図及び検層図．凡例
はに同じ．
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質ナンノプランクトン化石，浮遊性有孔虫化石分析を試
みている．その結果は別途公表する予定である（鈴木・
堀内，）が，ここではその例として，大洋観測井
の石灰質ナンノプランクトン化石分析結果をに示
す．によれば上総層群と三浦層群の境界は深度
付近に存在することがわかり，に示した地質
柱状図や検層図による区分と良く一致している．
（）物理探査資料
　関東平野で実施されている主な物理探査は，屈折法地
震探査，反射法地震探査，重力探査などである．近年は
地震防災を目的とした地下構造調査や活断層調査のため
の物理探査が多数実施されている．本研究では，それら
の探査結果ですでに公表されているものをできるだけ収
集し，地下構造解析のための資料とした．及び
に用いた屈折法及び反射法地震探査測線を示す．
　地震探査結果から地質構造を求めるには，地震波速度
断面や反射断面から地質構造への変換が必要になる．す
なわち，屈折法探査から得られる構造は波速度構造，
反射法探査からは反射断面であり，これらは地質構造と
対に対応しているものではない．は級
観測井で行った音波検層の結果と，対比される地層との
関係を示したものである（鈴木，）が，この図から
わかるように，関東平野の波速度と地質層序との間に
はかなりよい相関がある．すなわち，上総層群の波速度
は概ね～	，三浦層群では～，
それ以上の速度を有するものは先新第三系となる．この
ような関係を用いることによって，屈折波速度構造から
地質構造を導き出すことが可能になる．但し，このよう
な方法では上位層に対して波速度のコントラストの大
きな先新第三系基盤の深度はある程度精度良く求められ
るが，波速度の差が小さい新第三系や第四系などの新
しい地層の境界深度に関しては，かなりの誤差を含むと
考えられるので，注意深い取り扱いが必要である．
は纐纈（）による屈折法地震探査による基盤構造で
ある．これは波速度が以上の速度層の深度分
布であり，概ね先新第三系基盤に相当するものと考えら
れる．
　反射法地震探査から地質構造を推定する際も，得られ
た反射構造と地質構造との対比は困難なことが多い．そ
のような場合，地質構造が既知の深井戸を規準として，
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 大洋観測井の石灰質ナンノ化石分析結果
	


	
	
 解析に用いた屈折法地震探査．引用した文献
は以下の通り．
：埼玉県消防防災課（），：長谷川（），
：嶋ほか（），：笠原ほか（），
：嶋ほか（），：山中ほか（），
：山中ほか（），：山中ほか（），
：瀬尾・小林（），：鈴木ほか（），
：嶋ほか（），：嶋ほか（），：
千葉県消防地震防災課（私信），：伊藤ほか
（），：座間ほか（）
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関東平野の地下地質構造―鈴木
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 解析に用いた反射法地震探査．引用した文献
は以下の通り．
：山口ほか（），：山口ほか（），：
石田ほか（），：笠原ほか（），：
笠原ほか（），：地球科学総合研究所
（），：笠原ほか（），：中山ほか
（），：遠藤ほか（），：埼玉県
（），：中山ほか（），：山水ほか
（），：川 崎 市（），：横 浜 市
（），：山口ほか（），：横倉ほか
（），：山口ほか（），：利根地下
技術株式会社（），：川崎ほか（），
：千葉県（），：山水ほか（），
：原子力発電技術機構（），：天池ほ
か（），：杉山ほか（），：千葉
県（），：加藤（），：石油公団
（）
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 深層観測井の波速度と地層の対比
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 屈折法地震探査による基盤深度分布（纐纈，
）．深度コンターは毎．基盤の波
速度は太線を境にして南北で異なっている．
基盤速度は図下に示す．陰の部分は推定誤差
の大きい領域を示す．
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反射断面と地質構造との関連を求めることにより，反射
断面から正確な地質構造を得ることが可能になる．
は下総観測井で行った探査結果と，観測井近傍での
反射断面を合成したものである（山水ほか，）．図
からわかるように，基盤層や地質境界の反射面が特定で
きるため，地質構造との対比が可能となり，広域的な地
質構造を正確に得ることができる．同様な方法を他の観
測井でも行うことによって，関東平野における深部反射
構造の特徴を把握することができ，他の反射法探査の解
釈にも役立てることができる．但し，関東平野での反射
法地震探査は，都市域の人工的なノイズが過大な場所で
行うことが多いため，基盤層などの深部からの反射を得
られない場合も多い．
　関東平野の重力探査は，国立防災科学技術センター，
国土地理院，地質調査所，石油開発会社等によって行わ
れ，それらのデータを同一の規準で編集したブーゲー異
常図が駒沢（）によって公表されている．また，東
京湾では海上保安庁水路部（）が重力探査を行って
いる．これらのデータを用いて，駒沢・長谷川（）
は重力基盤深度を求めている（）．この重力基盤深
度は表層の密度を，基盤層の密度をと
した時に，ブーゲー異常値から計算される基盤深度であ
り，概ね先新第三系基盤の深度に該当すると考えられ
る．関東平野全域を層構造に単純化したモデルのた
め，地域によってはかなりの誤差を含んでいる可能性が
あるが，広域的な基盤構造の特徴を把握するためには有
効なデータである．
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
 下総観測井における反射法地震探査プロファ
イル及びプロファイルと地層の対比（山
水ほか，に加筆）．下総観測井の地質は図
左に示す．
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 関東平野及び周辺地域の重力探査結果（駒沢・長谷川，による）
（）ブーゲー異常図（），（）重力基盤深度分布図（）
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関東平野の地下地質構造―鈴木
―９―

　前章で示したボーリングデータや各種物理探査データ
を総合して，関東平野とその周辺地域の地質構造の解明
を試みた．地質層序は生成年代の古いものから，先新第
三系，三浦層群及び相当層（中新世～前期鮮新世），上
総層群及び相当層（後期鮮新世～前期更新世）及び下総
層群及び相当層（後期更新世）に区分し，それぞれの地
層の深度分布や層厚を求めた．なお，本研究で用いた新
第三系，第四系の地層区分は足立ほか（）（）に
従い，模式地の房総半島や三浦半島における三浦層群，
上総層群，下総層群と同時代の堆積層はそれぞれ相当層
として区分した．前述のように，関東平野の地下におけ
る新第三紀以降の地層の区分は，カッティングス試料や
検層だけでは困難な場合も多く，に示されている地
層の境界深度もかなりの誤差を含んでいる可能性があ
る．そのため，以下の作成に当たっては，筆者の判
断によっての値とは異なった深度を採用している場
合もある．以下に各層準毎の地質構造の特徴を述べる．
	

　に先新第三系基盤の上面深度分布を示す．房総
半島，利根川中流域，神奈川東部など，基盤に到達した
ボーリング孔のない地域については，地震探査や重力探
査の結果を用いて推定した．そのため，それら地域の
データの信頼性はボーリングデータのある地域に比べて
低いと考えられる．先新第三系基盤上面の起伏は，地表
の平坦さと比較して非常に凹凸に富んでいることが大き
な特徴である．最深部は房総半島中部で以上に
達し，利根川中流域や神奈川東部でも以上にな
ると推定される（埼玉県消防防災課，；神奈川県，
）．基盤の低部は北西側から利根川中流に沿って埼
玉県東部に達し，そこから南に向きを変えて南下して神
奈川東部に行き，さらに東に向きを変じて東京湾を越え
て房総半島へ続くクランク状の構造を呈している．関東
山地周辺部では基盤が平野側に急激に落ち込んでおり，
その沈降量は山地／平野境界からの間に北縁部で
最大，東縁部で最大と推定される．これ
らの部分では構造線の存在が知られており，関東山地北
縁部では中央構造線の東方延長部が（武井・小池，
），また，東縁では八王子構造線（	
，
）が存在するとされ，それらの運動が基盤の急激な
低下に関連していると考えられる．一方，北部の足尾山
地周辺では，基盤の低下は関東山地側に比べて緩やかで
ある．は利根川中流域を南南西－北北東に切った
断面であるが，南側の基盤傾斜が急で，北側が緩やかな
非対称の谷地形となる．その谷地形の軸部は現在の利根
川のやや南側に位置している．三浦半島や房総半島で
も，南から北へ向かう急激な基盤の低下が見られる．筑
波山地の西縁部でもやや急な基盤の落ち込みがあり，こ
こには烏山－菅生沼断層（石井，）が存在するとさ
れている．この断層は南へ行くに従って不明瞭になる．
 関東平野及び周辺地域の新第三系，第四系層序区分（足立ほか，）
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茨城県東部の鹿島灘沿岸地域はかなり複雑な基盤構造を
呈しており，最も深い部分で以上の深度が推定
される．埼玉県東部の川越付近には，顕著な高ブーゲー
異常域がある（参照）．は高ブーゲー異常域を
通る反射断面であるが，つの測線が交叉する部分付近
で，深度約に盛り上がっている強い反射面が先新
第三系基盤を示している．このことから，高ブーゲー異
常の原因は基盤の盛り上がりによるものであることが明
らかになった（鈴木，）．
	

　は三浦層群及び相当層の層厚分布を示す．関東
平野においては，房総半島南部や三浦半島を除き，ほと
んどすべての地域で先新第三系基盤のすぐ上位に三浦層
群及び相当層が分布している．また，同層の上位には，
ほとんどすべての地域で上総層群及び相当層が分布す
る．そのため，の作成に当たっては，先新第三系基
盤上面深度と上総層群及び相当層の基底深度との差を三
浦層群及び相当層の層厚とした．東京湾に関しては，反
射法探査（加藤，）による結果も参考にした．三浦
層群及び相当層の層厚に関しても先新第三系基盤深度の
確実さが，その信頼度を左右する最大の要因である．そ
のため，においても平野中央部に比較して南部や
西部の解析精度は低いと考えられる．から読み取
られる特徴の一つは，先新第三系基盤の深度分布のパ
ターン（）と良く類似した層厚分布を示すことであ
る．すなわち，先新第三系基盤の深度が大きな地域では
三浦層群及び相当層の層厚が厚く，小さな地域では薄い
という傾向が顕著に見られる．三浦層群及び相当層の上
面は一般に傾斜の少ない単純な構造なので，このことは
先新第三系基盤の大きな凹凸を本層が埋め立てて，平ら
にしていった結果と考えられる．三浦層群及び相当層の
最大層厚部は，利根川中流域や東京湾南部付近にあり，
以上の厚さが推定される．また，鹿島灘沿岸部
でも部分的に以上の厚さがある．一方，茨城県
中・西部から千葉県北部にかけての広い地域では三浦層
群及び相当層の分布が見られず，中新世から鮮新世前期
までの長期間にわたって陸域であったと推定される．
　で示すように，本論文では中新世前～中期から鮮
新世前期までの堆積層を一括して三浦層群及び相当層と
して扱っているが，同層の堆積年代は地域ごとにかなり
異なっている．石灰質ナンノプランクトン化石分析によ
れば，岩槻，所沢，日高，伊勢崎の各孔井では，最下部
に房総半島南部に分布する中期中新世下部の木の根層に
対比される層準が存在する（鈴木・堀内，）．これら
の孔井の三浦層群相当層の上限は中期中新世中部である
（鈴木・小村，）．また，狭山丘陵で得られたボーリ
ング試料からも，木の根層に対比される地層の存在が確
認されている（中山ほか，）．それに対して，南側の
府中や横浜の孔井では木の根層に対比される層準は存在
せず，両者の年代は大きく異なっている．例えば府中の
三浦層群の最下部は後期中新世～前期鮮新世の安野層相
当層である（鈴木・高橋，）．また，中間にある江東
観測井では，中期中新世から前期鮮新世までの地層が存
在する（鈴木，）．以上のことは，関東平野西部地域
では，多摩川の北側付近を境にして，北側地域と南側地
域では三浦層群及び相当層の堆積年代が異なっていたこ
とを示すものである．
	

　は上総層群及び相当層の基底深度分布を示す．
上総層群及び相当層と下位の三浦層群及び相当層との区
別は，カッティングなどの観察だけでは容易でないが，
検層データ（特に音波速度や密度）の解析や微化石分析
などを行うことによって識別が可能になる．また，反射
法地震探査では，上総層群及び相当層は連続性の良い平
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 先新第三系基盤深度分布図（）．海水準を
としたときの深度を示す．破線はの
断面位置を示す．
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らな反射層として示され，その特徴から下位層と区別す
ることができる場合が多い．但し，房総半島や神奈川な
どでは，下位層とは物性の違いも小さく，構成物質も類
似しているので区別が困難な場合が多く，ある程度の誤
差は避けられない．
　によれば，上総層群及び相当層の構造は東京湾
北部から房総半島北部を中心とする，東西に長い盆状の
構造であり，現在の関東平野の輪郭にほぼ沿う形で形成
されている．三浦層群及び相当層が存在しない茨城県か
ら千葉県北部地域にも分布が広がっており，同層の堆積
期になって初めて現在の関東平野のほぼ全域が堆積場に
なったことがわかる．上総層群及び相当層の最深部は房
総半島北部の千葉市付近にあると推定され，基底深度は
を越えているが（鈴木・小村，），その付近
で同層の基底にまで達したボーリング孔がないため，真
の深度は不明である．上総層群及び相当層はほとんどが
海成層であり，関東平野東部，西部や東京湾周辺では砂
岩，シルト，泥岩やそれらの互層を主体とする，深海～
半深海環境の堆積物が多いが，岩槻，所沢，日高，館
林，伊勢崎など埼玉東部や利根川中流域では砂岩，砂礫
など浅海や内湾環境の堆積物が優勢となり，関東山地の
東縁部では陸成層も分布するようになる．これらのこと
から，上総層群及び相当層の堆積盆は東京湾北部から九
十九里付近に中心を持つ東西に長いトラフ状の構造であ
り，基盤の沈降と同層の堆積が同時に進行したと考えら
れる．三浦層群の堆積後，後期鮮新世になって，関東平
野全域が急激に沈降した結果，上総層群及び相当層の堆
積が促進されたものである．は上総層群及び相当
層の層厚分布を示す．同層の最大層厚部は房総北部～九
十九里沿岸部で，その層厚は以上と推定される．
下位の三浦層群及び相当層の最大層厚部（）と比較
すると，その中心が北東側に移動していることがわか
る．
	

　本研究では，先新第三系を含む比較的深い部分の地下
構造を解明することを主な目標としている．そのため，
 川越付近の高重力異常域の反射法地震探査断面．（）測線位置，実線の部分が（）（）
に示されている．格子模様で示す部分が以上の高重力異常域を示す．（）鴻巣－
朝霞測線の反射断面．黒矢印の下深さ約に盛り上がっている反射面が基盤を示す．
黒矢印は青梅－大宮測線との交点を示す．（）青梅－大宮測線の反射断面．黒矢印の下
深さ約に盛り上がっている反射面が基盤を示す．黒矢印は鴻巣－朝霞測線との交
点を示す．
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―１２―
上，中部更新統や完新統などの浅い部分の構造に関して
は，必ずしも調査が行き渡っていない．ただし，これら
の構造に関しては，すでに各地域毎に多くの調査研究が
行われているので（例えば，鈴木（尉）ほか，；大
森ほか（編），など），詳しくはそれらを参照された
い．
　は下総層群及び相当層の基底深度分布を示す．
下総層群及び相当層と下位層との境界は，カッティング
の観察や物理検層からは識別が困難なことが多く，各研
究者によってその深度はかなりのバラつきがある．連続
コアを用いたテフラの同定，微化石分析，古地磁気方位
の測定などを組み合わせた調査を行うことにより正確な
対比が可能になるが，そのような解析がなされている例
は少ない．東京江戸川区内のコア試料を石灰石ナンノ化
石と古地磁気で調べた結果，従来下総層群とされていた
地層が上総層群に改められた例（遠藤ほか，）のよ
うに，今後下総層群及び相当層と下位層との境界はかな
り書き換えられる可能性がある．は主として原著
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 上総層群及び相当層の層厚分布（）
		
			

	





 三浦層群及び相当層の層厚分布（）
		
		
	





 上総層群及び相当層の基底深度分布（）．
海水準をとしたときの深度を示す．
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者の記載を参考に作成したが，今後の研究の進展によっ
て書き換えられるべき暫定的なものである．
　下総層群及び相当層は東京湾奥部及びその沿岸域に最
深部を持ち，その深度はを超えると推定される
（鈴木（尉）ほか，）．堆積盆は東京湾奥部から平野
中心部へ延びる北西－南東に長い形状を呈している．基
底部の傾斜は房総側で大きく，平野中央部では緩やかに
なっており，房総半島側の隆起と東京湾奥部の沈降が平
行して進んだことを示唆している．神奈川地域にも相模
川河口付近を中心とする最大層厚程度の分布があ
る．下総層群及び相当層は浅海，内湾性，汽水，陸成な
どの堆積物が主であり，上総層群の時代に比較して堆積
盆の沈降速度が遅くなり，埋め立てが急激に進み，さら
に平野周辺部では隆起に転じたことがわかる．と
比べると，下総層群及び相当層の堆積盆の中心は上総層
群の中心よりもやや北側に移動している．
	

　いままで述べてきた各層準毎の構造を基に，関東平野
の地質構造の発達過程を推察する．中新世以前の本地域
の構造はよくわからない．おそらく大部分が陸域として
浸食作用を受けていたものと思われる．現在の関東平野
が本格的に堆積場に変じたのは中新世前期の後半（
～）以降であり，現在の関東山地のかなりの部分
も含んで，南部，西部，北部地域が海域になったと考え
られる．但し，鹿島灘沿岸域を除く茨城県地域や千葉県
北部は依然として陸域であった．頃には海進はよ
り進行し，海域では堆積が行われた．当時の堆積の中心
は利根川中流域や神奈川東部～房総中部であり，これら
とは別に鹿島灘沿岸域でも堆積が進んだ．関東山地北縁
や東縁で構造線の運動が始まって，関東山地の隆起が目
立ってきたのもこのころからであろう．この時期の構造
運動は，関東山地縁辺部や利根川中流域など一部地域を
除いて緩やかなものであり，基盤の凹凸を徐徐に埋め立
てていたものと推定される．その後，頃からは基
盤の埋め立てと海域の浅海化が進み，関東山地などの隆
起も顕著になる．そのため，頃には，関東山地周辺
地域ではかなり広範囲に海域が陸化したと推定される．
その後，頃になると再び海進が始まる．所沢，岩
槻，真岡，伊勢崎などの観測井で～頃の地層
が欠徐しているかあるいはごく薄いことから，この海進
は房総，神奈川東部，武蔵野，東京湾北部及び沿岸域が
中心で，平野中心部にはあまり及ばなかったと推定され
る．この海進時に堆積したのが三浦層群及び相当層の上
部層である．その後は再度浅海化及びかなりの部分で陸
化が進んだと考えられ，東京湾北部周辺地域では，三浦
層群及び相当層と次の上総層群及び相当層との間で不整
合が認められる．以降には平野部の急激な沈降と
海進が生じ，関東山地周縁部など一部地域を除いて現在
の関東平野の大部分が海域と化し，それまで長期間陸域
であった茨城県～千葉県北部地域も海域になった．また
時期を同じくして三浦半島と房総半島南部で葉山～嶺岡
隆起帯の隆起の進行によって海域の南側が堰止められる
状態になったため，東の大平洋側に口を開いたトラフ状
の堆積盆が形成されることになった．この時期の堆積物
が上総層群及び相当層であり，房総半島北部を中心とし
て，沈降と埋め立てが急速に進行することによって，短
期間に厚い堆積層が形成された．関東山地の隆起も引き
続いて進行しており，堆積物の供給も活発に続けられ
た．この時期の堆積速度はそれまでに比べて数倍ないし
数倍位の速さであったとされている（新妻，）．
嶺岡～葉山隆起帯の隆起が続いたため，南部地域では陸
化が進行し，そのため堆積の中心は北部へ移動してい
る．上総層群及び相当層の最大層厚部は房総半島北部を
中心とする東西方向に長い形状を呈しており，三浦層群
及び相当層の最大層厚部と比較すると，房総半島では約
北側へ移動している．また，利根川中流域では上
総層群及び相当層の厚い堆積はなく，沈降量は大きくな
かった．このような状況は北部の栃木県や鹿島灘沿岸部
でも同様である．上総層群及び相当層の堆積物は北部や
西部の山地に近いほど粗粒のものが多くなる傾向であ
り，関東山地の縁辺部では陸成と考えられる地層も存在
する（竹越ほか，）．このことは周辺山地の隆起と
堆積盆の浅海化，海域の縮小が進行した結果と考えられ
る．
　更新世中期（約）以降，下総層群及び相当層の
堆積が始まる．下総層群及び相当層と下位層との関係は
不整合であり，上総層群及び相当層堆積の後，一時的に
海退したあとに堆積が行われたものとされている（鈴木
（尉）ほか，）．下総層群及び相当層の堆積の中心は
東京湾の千葉寄りの奥部を中心とする地域で，上総層群
及び相当層の堆積中心と比較して北側に移動している．
また堆積盆の延長方向も北西方向であり，下位層の東西
方向とは異なっている．
　中新世以降の本地域の堆積環境の変遷は，要約すると
次の通りである．～以降の海進と三浦層群及び
相当層（下部層）の堆積，頃の陸化，以降の
南部地域及び東京湾周辺地域への海進と三浦層群及び相
当層（上部層）の堆積，以降の広範囲で急激な沈降
と平野全域への海進による上総層群及び相当層の堆積，
頃の一時的な海退とその後の東京湾奥部地域及び
平野中央部への海進による下総層群及び相当層の堆積で
ある．また各層準の堆積中心は年代が新しくなるほど北
側へ移動して行く傾向がある．
　このような堆積環境の変化は，関東平野及びその周辺
地域の基盤の隆起，沈降等の構造運動あるいは全世界的
な海水準変動を反映しているものと考えられる．すなわ
ち，～以降の海進は，このころから始まった日
本海の拡大と，それに伴う日本列島の屈曲（広岡，；
浜野・当舎，など）で，大平洋から日本海へ通ずる
海域が生じたことと関係していると考えられる．利根川
中流域は西南日本と東北日本の境界域に当たり，ここに
断裂が生じて堆積盆が形成されたのであろう．中央構造
線の延長部（武井・小池，）や，柏崎－銚子線（山
―１４―
下，）などの存在もこの動きに関連するものかも知
れない．頃の海退は全世界的な現象（天野，）
とされており，日本全域でも広域的な不整合が形成され
ている（鹿野ほか，）．以降の三浦層群上部層
の堆積は，貝塚（）が述べたように，フィリピン海
プレートの北進に伴って丹沢山塊が本州側に衝突したこ
とによる関東山地の隆起（天野，）によって供給さ
れた堆積物が，付加体の構造的な高まりである葉山－嶺
岡帯の隆起で南側を堰き止められて堆積したものであろ
う．以降の急激な沈降と上総層群及び相当層の堆
積に関しては，伊豆弧の衝突に伴ってトラフが関東平野
へ移動したためとする考え（新妻，）がある．
頃の下総層群及び相当層の堆積に関しては，同様な変動
が日本列島でほぼ同時に起こっていることから，海水準
の絶対的な上昇による（藤田，）とするものや，東
北日本の北米プレートへの変換（瀬野，）と関連づ
ける見方がある．堆積の中心が新しい時代ほど北へ移動
して行く原因のつとして，フィリピン海プレートの北
西進に伴う葉山－嶺岡帯の隆起の進行が指摘される．
	
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　関東平野下の先新第三系は，ボーリング試料などか
ら，大局的には関東山地で見られる西北西－東南東方向
に延びる帯状の配列が，そのまま東側の平野部に連続し
ていると考えられている（石井，；礒見・河田，；
矢島，；矢島ほか，など）．しかし，この帯状
配列も東の太平洋側に近づくとはっきりしなくなる．今
回，鈴木（）の報告以後に先新第三系に属する地質
データが新たに点加えられたので，帯状配列の再検討
を行った．新たなデータはの，，，，，
，である．に各ボーリング試料の地質区分を
示す．北から見て行くと，（館林観測井）及び（真岡
市温泉井）はそれぞれ足尾帯及び八溝帯の岩石であり，
足尾帯と領家帯の境界がの南側（利根川付近？）を通
ることになる．その南側の領家帯に関しては，（応用
地質実験井）は領家帯の片麻岩（三本ほか，）で特
に問題はない．しかし，（江戸崎観測井）のコアは，非
変成の砂岩，泥岩を主体とするオリストストロームであ
り，領家帯，三波川帯いずれにも属さないものと考えら
れる．外見上は秩父帯の岩石に類似しているが，砂岩の
組成分析によれば，四万十北帯の特徴を有しているとの
報告（建設省関東地方建設局，）もあり，今のとこ
ろ，この岩石の地質構造上の位置は明らかではない．こ
の岩石が四万十北帯に属するということが事実であれ
ば，紀伊半島で見られるような，領家帯と四万十帯が直
接接している状況（鈴木（博），）と類似した構造も
考えられる．領家帯の南限に関しては，（新利根）
の岩石は千枚岩状のもので，三波川帯（矢島，）や
領家帯（福田ほか，）などの説があり，この付近の
境界ははっきりしない．ここで注目されるのは，手賀沼
を横断する反射波地震探査（の）や利根川を横断
する探査（の）で，手賀沼や利根川の北側部分
で，基盤層上面の凹凸が南側の基盤層に比べて大きく，
両者の間には明らかな違いが見られることである．この
ことは，利根川付近を境にして基盤の岩石が異なってい
る可能性を示すものであり，利根川付近に地質境界が存
在する可能性は大きい．（成田観測井）は千枚岩，泥
質片岩，緑色片岩が主であり，三波川帯の岩石である．
三波川帯／秩父帯の境界に関しては，（船橋温泉井）
の岩石は，御荷鉾系に類似した変成岩とされており（冨
士ボーリング，私信），この南側付近に境界が存在する
と考えられる．秩父帯の南限に関しては，多摩川付近を
通るとする前報の結果は変更ない．（府中観測井）の
岩石を四万十帯とする説（矢島ほか，）もあるが，
それでも多摩川付近ということは大きくは変わらない．
なお，（立川試錐）は，報告書（遠藤ほか，）を
見る限り，秩父帯の岩石の可能性が大きいと考えられ
る．（相模原温泉井）の岩石は，相模湖層群または小
仏層群の砂岩（小沢ほか，）とされており，四万十
帯に属するものである．以上，新たな地質データから
は，前報を大きく変更すべき結果は得られなかったが，
地質境界の位置はより限定されるようになった．但し，
東側の太平洋寄りの地域は依然として不明確であり，今
後のより詳細な調査が必要である．

　関東平野の地下地質構造について，ボーリングデー
タ，物理探査データを基に解析を行い，以下のような結
果が得られた．
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関東平野の地下地質構造―鈴木
―１５―
（）先新第三系基盤は非常に凹凸に富む構造を呈する．
最深部は房総半島中部で以上に達し，利根
川中流域や神奈川東部でも以上に及ぶと推
定される．また，鹿島灘沿岸地域でも以上
の深度が推定される．基盤の低部は利根川中流域，
埼玉東部，神奈川東部，房総半島中部を連ねるクラ
ンク状の構造を呈する．
（）三浦層群及び相当層の層厚は，基盤深度の深い部分
で厚く，浅い部分で薄い特徴を示し，同層が基盤層
の凹部を埋め立てながら堆積したことを示している．
三浦層群及び相当層の最大層厚部は房総半島中部，
神奈川東部，利根川中流域で，その厚さは
を超すと推定される．鹿島灘沿岸地域でも
以上の層厚の部分がある．茨城県中・西部から千葉
県北部には同層は分布しない．
（）上総層群及び相当層は，東京湾北部から房総半島中
部を中心とする東西に延びる盆状の構造を呈し，そ
の分布は関東平野のほぼ全域に及んでいる．同層の
基底は房総半島北部で最も深く，以上とな
る．また，最大層厚部も房総北部で，厚さは
以上である．三浦層群及び相当層に比べて，上総層
群及び相当層の最大層厚部は北側に移動している．
（）下総層群及び相当層は東京湾奥部及びその沿岸地域
に最深部を持ち，平野中央部に分布が広がってい
る．基底部の最大深度はを超えると推定され
る．相模川河口付近にも最大層厚程度の分布
がある．
（）中新世以降の関東平野の堆積環境の変遷は，次のよ
うに要約される．～以降の海進と三浦層群
及び相当層（下部層）の堆積，頃の陸化，
以降の東京湾周辺域への海進と三浦層群及び相当層
（上部層）の堆積，以降の広範囲で急激な沈降
と平野部全域への海進による上総層群及び相当層の
堆積，頃の一時的な海退とその後の東京湾奥
部及び平野中央部への海進による下総層群及び相当
層の堆積である．各層準の堆積中心は，年代が新し
くなるほど北側へ移動して行く傾向がある．
（）新たな基盤データを基に，先新第三系の帯状配列の
再検討を行った．従来の見解を大きく変更すべき結
果は得られなかったが，地質境界の位置はより限定
されるようになった．東側延長部に関しては，依然
として不明確であり，今後の詳細な調査が必要であ
る．
（）房総半島，神奈川東部，利根川中流域などの地域で
は，先新第三系にまで達した試錐等の，確実な基盤
情報がないため，他地域に比べて解析の精度が低い
と考えられる．今後，これら地域で，深層試錐を含
めた精度の高い地下構造調査の実施が期待される．

　下記の各位にはボーリングデータや物理探査データを
ご提供またはご教示いただき，本研究を進める上で非常
に役に立った．記して厚く感謝する．
　冨士ボーリング株式会社，株式会社ドリコ，日鉱探開
株式会社，東京地質株式会社，真岡市役所，埼玉県環境
部消防防災課，千葉県総務部消防地震防災課．
　査読者のコメントは，論文の改良に役立った．厚く感
謝する．

　）足立久男・小玉喜三郎・天野一男（）：第章
新第三系．日本の地質関東地方，，共立出
版．
　）天池文雄・植竹富一・中村亮一・小林啓美・井
川　猛（）：船橋市における反射法地下構造調
査．日本地震学会講演予稿集，，．
　）天野一男（）：大洪水時代―西黒沢海進と海
水準変動―．科学，，．
　）天野一男（）：南部フォッサマグナー多重衝突
テクトニクスの新局面．月刊地球，号外，，
．
　）千葉県（）：東京湾北縁断層に関する調査成果
報告書（概要版）．
　）千葉県（）：関東平野（千葉県西部地域）の地
下構造調査．第回堆積平野地下構造調査成果報
告会予稿集，，文部科学省．
　）地球科学総合研究所（）：防災科学技術研究所
平成年度地震波反射法による地殻構造調査報告
書．
　）遠藤秀典・上嶋正人・山崎俊嗣・高山俊昭（）：
東京江戸川区ボーリングコアの古地磁
気・石灰質ナンノ化石層序．地質学雑誌，，
．
　）遠藤秀典・杉山雄一・渡辺司郎・牧野雅彦・長谷
川功（）：浅層反射法弾性波探査による関東平
野中央部の地下地質構造．地球科学，，．
）遠藤　毅・川島真一・川合将文（）：立川市付
近の地下地質．昭和年度東京都土木技術研究所
年報，．
）福田　理（）：春日部層序試錐（予報）―坑井
地質を中心として―．地質ニュース，，．
）福田　理（）：藤岡層序試錐（予報）―孔井地
質を中心として―．地質ニュース，，．
）福 田　理・高 橋　博・大 八 木 規 夫・鈴 木 宏 芳
（）：坑井地質にみる関東平野の基盤．地質
ニュース，，．
）福田　理・垣見俊弘・河内英幸・高木慎一郎・田
中信一（）：川崎地区水位水質観測井について
（その坑井編①）．地質ニュース，，．
）福田　理・永田松三・鈴木宏芳（）：関東平野
の地下地質と地層流体．地質学論集，，．
）藤田和夫（）：中期更新世の断層地塊運動と海
水準変動．月刊地球，，．
）原子力発電技術機構（）：平成年度原子力発
―１６―
電立地確証調査に関する報告書（）．
）浜野洋三・当舎利行（）：東北日本の運動と古
地磁気学．科学，，．
）長谷川功（）：地震探査から見た関東平野の基
盤構造．地質学論集，，．
）畠山　勉（）：関東平野における物理探鉱の総
合的研究．物理探鉱，，，．
）樋口　雄（）：千葉県ガス田地域における微化
石層位学的研究．東北大学理学部地質学古生物学
教室邦文報告，，．
）樋口　雄・斉藤　浩（）：千葉県ガス田地域西
部における微化石相に関する考察．石油技術協会
誌，，．
）広岡公夫（）：古地磁気からみた日本列島の変
動．科学，，．
）池田隆司・塚原弘昭（）：関東・東海地域にお
ける水圧破壊法による地殻応力の測定―茨城県
石下町，山梨県芦川村―．地震予知連絡会会報，
，．
）石田勝彦・佐々木俊二・井川　猛・熊井　基・足
立幾久・武村雅之・山中浩明・小林啓美・嶋　悦
三・瀬尾和大・入倉孝次郎（）：広帯域地震動
予測の為の深部構造探査法研究．地震学会講演予
稿集，，．
）石井基裕（）：関東平野の基盤．石油技術協会
誌，，．
）石和田靖章・樋口　雄・菊池良樹（）：南関東
ガス田の微化石層序．石油技術協会誌，，
．
）石和田靖章・三梨　昂（）：大佐和層序試錐．
地質ニュース，，．
）礒見　博・河田清雄（）：フォッサ・マグナ両
側の基盤岩類の対比．日本地質学会年秋季学術
大会討論会資料，フォッサ・マグナ，．
）伊藤公介・長谷川功・佐藤隆司・相原輝雄・楠瀬
勤一郎・高橋　学・渡辺司郎・横倉隆伸・小玉喜
三郎（）：屈折法による地下構造調査―房総
半島地域．「首都圏における直下型地震の予知及び
総合防災システムに関する研究」研究成果報告書，
，科学技術庁研究開発局．
）海上保安庁水路部（）：東京湾北部の海上重力
測量．地震予知連絡会会報，，．
）貝塚爽平（）：関東地方の島弧における位置と
第四紀地殻変動．関東地方の地震と地殻変動，
，ラティス．
）垣見俊弘・衣笠善博・木村政昭（編）（）：後
期新生代地質構造図「東京」．地質調査所．
）神奈川県（）：関東平野南部（神奈川県地域）
の地下構造．第回堆積平野地下構造調査成果報
告書予稿集，，文部科学省．
）鹿野和彦・加藤碩一・柳沢幸夫・吉田史郎（編）
（）：日本の新生界層序と地史．地質調査所報
告，，．
）笠原敬司・鈴木宏芳・高橋　博（）：東京西部
地区基盤調査について（）．昭和年度地震学会
講演予稿集，，．
）笠原敬司・山水史生・井川　猛・足立幾久（）：
関東平野トランセクト―川越－関宿測線におけ
る平野部活断層の地震波反射断面図―．日本地震
学会講演予稿集，，．
）笠原敬司・山水史生・井川　猛・足立幾久（）：
関東平野トランセクト―大宮－青梅測線におけ
る平野部活断層の地震波反射断面図―．日本地震
学会講演予稿集，，．
）笠原敬司・山水史生・木村尚紀・井川　猛・太田
陽一・重田晃之（）：関東平野北部の地震波反
射法による地下構造．地球惑星科学関連学会
年合同大会予稿集，．
）加藤　茂（）：東京湾におけるマルチチャンネ
ル反射法音波探査，水路部研究報告．，．
）河井興三（）：南関東ガス田地帯についての鉱
床地質学的研究，石油技術協会誌．，．
）川崎市（）：関東平野南部（川崎市）の地下構
造調査．第回堆積平野地下構造調査成果報告会
予稿集，，文部科学省．
）川崎慎治・笠原敬司・井川　猛・川中　卓（）：
関東平野成田市北方におけるバイブロサイス深部
地下構造調査．地球惑星科学関連学会年合同
大会予稿集，．
）川島真一・遠藤　毅（）：武蔵野台地北部の深
層地質について．昭和年度東京都土木技術研究
所年報，．
）川島真一・川合将文（）：東京都東大和市にお
ける層序試錐結果について．昭和年度東京都土
木技術研究所年報，．
）川島真一・川合将文（）：武蔵村山市付近の地
下地質．昭和年度東京都土木技術研究所年報，
．
）川島真一・川合将文（）：東村山市における層
序試錐結果と北多摩地区北部の帯水層の分布形
態．昭和年度東京都土木技術研究所年報，
．
）川島真一・川合将文・遠藤　毅・石井　求（）：
八王子市付近の水文地質．昭和年度東京都土木
技術研究所年報，．
）川島真一・川合将文・遠藤　毅・石井　求（）：
瑞穂町付近の水文地質．昭和年度東京都土木技
術研究所年報，．
）川島真一・川合将文・遠藤　毅・石井　求（）：
武蔵野台地西部の水文地質．平成年度東京都土
木技術研究所年報，．
）建設省関東地方建設局（）：防災科研江戸崎地
殻活動観測井さく井工事報告書，．
）城戸秀夫（）：埼玉県松伏号井の地質及
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
関東平野の地下地質構造―鈴木
―１７―
び関東中部の一地質断面について．石油技術協会
誌，，．
）菊池良樹（）：房総半島における上総層群の微
化石層序．石油技術協会誌，，．
）菊池良樹（）：南関東の新第三系および第四系
の微化石層位学的研究．東北大学理学部地質古生
物学教室邦文報告，，．
）駒沢正夫（）：万分の関東地域重力図
（ブーゲー異常図）．特殊地質図，地質調査
所．
）駒沢正夫・長谷川功（）：関東地方の重力基盤
に見える断裂構造．地質学論集，，．
）纐纈一起（）：首都圏の基盤構造．物理探査，
，．
）米谷盛寿郎・井上洋子・秋葉文雄（）：．鹿
島灘．日本の新第三系の生層序及び年代層序に関
す る 基 本 資 料「続 編」，，
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）三本健四郎・山根　誠・吉田　浩・岡野　肇・妹
尾洋一・原　郁夫（）：つくば技術開発セン
ターボーリングコアの地質学（）基盤岩
類の地質概観．応用地質技術年報，，．
）文部科学省（）：第回堆積平野地下構造調査
成果報告会予稿集，．
）中里　薫（）：飯能市入間側右岸から温泉湧
出．新版埼玉県地学のガイド，，コロナ社．
）中山俊雄・中村正明・松延隆志（）：浅層反射
法弾性波探査による足立区北部の地下地質構造．
平成年度東京都土木技術研究所年報，．
）中山俊雄・川島真一・川合将文・三梨　昂・佐藤
時幸（）：立川断層の活動史．日本地質学会第
年学術大会講演要旨，．
）新妻信明（）：房総半島における古地磁気層位
学，地質学雑誌．，．
）新妻信明（）：変動している日本列島―新第
三紀テクトニクスとプレート沈み込み．科学，，
．
）楡井　久・樋口茂生・原　雄・石井　皓・白井常
之・古野邦雄・真鍋健一・立石雅昭（）：船橋
市地域の地下地質と地盤沈下観測井．千葉県公害
研究所研究報告，，．
）楡井　久・樋口茂生・原　雄・古野邦雄（）：東
京湾地下における上総層群中の不整合現象につい
て．地質学雑誌，，．
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）大森昌衛・端山好和・堀口万吉（編）（）：日
本の地質関東地方，，共立出版．
）小沢　清・江藤哲人・大山正雄・長瀬和雄・松沢
親悟（）：温泉掘削井による神奈川県中央部の
地下地質．神奈川県温泉地学研究所報告，，
．
）埼玉県消防防災課（）：大規模地震被害想定想
定調査報告書，．
）埼玉県（）：埼玉県の活断層調査．
）石油公団（）：平成年度国内石油天然ガス基
礎調査．海上基礎物理探査「房総沖浅海域」調査
報告書．
）瀬野徹三（）：日本列島の中期更新世―万
年前に何が起こったか？―．月刊地球，，
．
）瀬尾和大・小林啓美（）：人工地震による首都
圏南西部の地下深部探査―夢の島－江ノ島測線
の地下構造―．地震，，．
）嶋　悦三・柳沢馬住・工藤一嘉・瀬尾和大・山崎
謙介（）：東京の基盤構造その．地震研究所
彙報，，．
）嶋　悦三・柳沢馬住・工藤一嘉・吉井敏尅・瀬尾
和大・黒羽公明（）：東京の基盤構造その．
地震研究所彙報，，．
）嶋　悦三・柳沢馬住・工藤一嘉・吉井敏尅・瀬尾
和大・大保正人・星野　務・長能正武（）：
東京の基盤構造その．地震研究所彙報，，
．
）嶋　悦三・柳沢馬住・工藤一嘉・瀬尾和大（）：
東京の基盤構造その．地震研究所彙報，，
．
）首都圏基盤構造研究グループ（）：夢の島人工
地震実験資料集，．
）杉山雄一・遠藤秀典・廉沢　宏・下　泰彦（）：
音波探査による首都圏の伏在断層．物理探査，，
．
）杉山雄一・須貝俊彦・井村隆介・水野清秀・遠藤
秀典・下川浩一・山崎晴雄（）：万分の活
構造図「東京」（第版）．地質調査所．
）鈴木宏芳（）：江東深層地殻活動観測井の地質
と首都圏地域の地質構造．防災科学技術研究所研
究報告，，．
）鈴木宏芳（）：関東平野の基盤構造．日本地震
学会講演予稿集，．
）鈴木宏芳・池田隆司・御子柴正・木下繁夫・佐藤
春夫・高橋　博（）：関東・東海地域における
孔井検層資料集．防災科学技術研究資料，，
．
）鈴木宏芳・高橋　博・福田　理（）：下総深層
地殻活動観測井の作井と坑井地質．国立防災科学
技術センター研究速報，，．
）鈴木宏芳・高橋　博（）：府中地殻活動観測井
の作井と坑井地質．国立防災科学技術センター研
究速報，，．
）鈴木宏芳・広部良輔・渡辺　健（）：人工地震
による神奈川県東部地域の地下構造調査．防災科
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学技術研究所研究報告，，．
）鈴木宏芳・小村健太朗（）：関東地域の孔井
データ資料集．防災科学技術研究所研究資料，
，．
）鈴木宏芳・堀内誠示（）：関東平野の深層観測
井地質試料のナンノ化石分析，防災科学技術研究
所研究資料，，．
）鈴木博之（）：四万十累帯．日本の地質「近
畿地方」，，共立出版．
）鈴木尉元・小玉喜三郎・三梨　昂・岡　重文・卜
部厚志・遠藤　毅・堀口万吉・江藤哲人・菊地隆
男・山内靖喜・中嶋輝充・徳橋秀一・楡井　久・
原　雄・中山俊雄・奈須紀幸・加賀美英雄・木村
政昭・本座英一（）：万分の東京湾とその
周辺地域の地質（第版）．特殊地質図（），地質
調査所．
）高橋　博・福田　理・鈴木宏芳・田中耕平（）：
岩槻深層地殻活動観測井の作井と坑井地質．国立
防災科学技術センター研究速報，，．
）武井硯朔・小池美津子（）：関東山地北縁部か
ら菫青石石墨雲母片麻岩の発見．地質学雑誌，，
．
）竹越　智・石垣　忍・足立久男・藤田至則（）：
関東山地東縁の鮮新―更新世の堆積盆地の発生
に関する研究．地質学雑誌，，．
）帝国石油（）：国土地理院地殻活動観測井掘削
報告書．
）利根地下技術株式会社（）：防災科学技術研究
所平成年度大洋村における地質調査および付帯
工事「地震波反射法地質調査」報告書．
）塚原弘昭・池田隆司・高橋　博（）：水圧破壊
法による地殻応力測定―山梨県都留市および茨
城県筑波での測定―．地震学会予稿集，，．
）塚原弘昭・池田隆司（）：関東・東海地域にお
ける水圧破壊法による地殻応力の測定―茨城県
鹿島郡波崎町，千葉県安房郡千倉町―．地震予知
連絡会会報，，．
）鶴田均二（）：関東北部における中新統中の不
整合と天然ガス徴候．石油学会誌，，．
）	
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）矢部長克・青木廉二郎（）：関東構造盆地周縁
山地に沿える段丘の地質時代．地理学評論，，
．
）矢島敏彦（）：関東平野基盤岩類の岩石学的特
徴と地質構造．地質学論集，，．
）矢島敏彦・吉田　尚・鈴木尉元・楡井　久（）：
関東平野の先新第三系基盤．日本の地質「関東地
方」，，共立出版．
）山口和雄・木口　努・横田俊之・横倉隆伸（）：
茨城県下館市における反射法探査．地震，，
．
）山口和雄・加野直巳・横田俊之・横倉隆伸・木
口　努（）：反射法地震探査で見た埼玉県櫛引
地域の地下構造．地震，，．
）山口和雄・加野直巳・横倉隆伸・木口　努・横田
俊之・田中明子・佐藤比呂志（）：深谷断層周
辺における反射法地震探査．地震，，．
）山口和雄・加野直巳・横倉隆伸・木口　努・横田
俊之・今西和俊・伊藤久男・佐藤比呂志（）：茨
城県南西部における反射法地震探査―中央構造
線の推定通過域付近の基盤構造．地球惑星科学関
連学会年合同大会予稿集，．
）山水史生・笠原敬司・鈴木宏芳・井川　猛・足立
幾久（）：下総深層観測井における反射法地震
探査．日本地震学会講演予稿集，，．
）山水史生・笠原敬司・井川　猛・足立幾久（）：
府中深層観測井付近おける反射法地震探査．地球
惑星科学関連学会年合同大会予稿集，．
）山中浩明・瀬尾和大・佐間野隆憲・翠川三郎
（）：人工地震による首都圏南西部の地下深部
探査（）―黒川－岡津測線および長津田測線の
地下構造―．地震，，．
）山中浩明・瀬尾和大・佐間野隆憲・翠川三郎・
嶋　悦三・柳沢馬住（）：人工地震による首都
圏南西部の地下深部探査（）―，年度に
実施された人工地震の総合的解析―．地震，，
．
）山中浩明・瀬尾和大・佐間野隆憲（）：人工地
震による首都圏南西部の地下深部探査（）―横
浜市舞岡発破および大黒発破による人工地震波の
解析―．地震，，．
）山下　昇（）：柏崎－銚子線の提唱．島弧と海
洋，，東海大学出版会．
）横浜市（）：関東平野（横浜市地域）の地下構
造調査．第回堆積平野地下構造調査成果報告会
予稿集，，文部科学省．
）横倉隆伸・渡辺史郎・加野直巳・山口和雄・田中
信一（）：筑波山麓東縁の深部地質構造．地震
，，．
）座間信作・柳沢馬住・嶋　悦三（）：千葉県中
部の地下構造（）―簡単な走時計算法とその適
用―．地震学会講演予稿集，，．
（原稿受理：年月日）
防災科学技術研究所研究報告　第号　年月
関東平野の地下地質構造―鈴木
―１９―

　ボーリングデータ，物理探査データを用いて，関東平野の先新第三系基盤までの地下地質構造の解析を行っ
た．得られた主な結果は以下の通りである．（）先新第三系基盤の深度は利根川中流域，神奈川東部，房総半島
中部で深く，房総では以上，利根川中流域，神奈川東部で以上の深度が推定される．鹿島灘沿岸
地域でも以上に達する．（）三浦層群相当層の層厚は利根川中流域，神奈川東部，房総で厚く，それぞ
れ最大以上に達する．鹿島灘沿岸地域でもｍ以上になる．茨城県中・西部から千葉県北部地域に
は本層は分布しない．（）上総層群相当層は房総半島北部に中心を持つ堆積盆を形成し，最大層厚は以
上に達し，関東平野全域に分布する．（）下総層群相当層は東京湾奥部に中心を持ち，基底深度は以上と
なる．相模川下流域にも程度の分布がある．（）新第三紀以降の各層準の堆積中心は，年代が新しくなる
ほど北側へ移動する．（）新第三紀以降の関東平野の堆積環境の変化は，汎地球的な海水準変動と日本海の拡大
やフィリピン海プレートの運動に伴う構造運動によってもたらされたものと推定される．（）関東平野下の先新
第三系基盤の帯状配列構造の解明を行った．
関東平野，基盤構造，地下地質構造，ボーリングデータ，物理探査データ
